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こ

ん
にちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

三浦　空雅くん
（くうが）

孝史さん・浩代さん
7月17日生　虻3区

近藤　彩佳ちゃん
（あやか）

一也さん・好枝さん
7月16日生　洞第3

河島　朋佳ちゃん
（ともか）

修さん・留美さん
7月26日生　泉区

高橋　里穂ちゃん
（りほ）

朋寛さん・香織さん
7月9日生　入江1区

藤井　海沙ちゃん
（みさ）

陽平さん・仁美さん
7月12日生　清水区



　
　
20
回
目
を
迎
え
た
北
海
道
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

　
　
（
洞
爺
湖
町
、
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
な
ど

主
催
）
が
９
月
15
日
、
洞
爺
湖
畔
を
主
会
場
に
２
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
参
加
者
は
２
、
０
４
６
人
で
し
た
が
、
今

年
も
事
前
申
し
込
み
と
当
日
受
け
付
け
で
延
べ
２
、

１
２
２
人
の
健
脚
自
慢
が
全
国
各
地
か
ら
揃
い
ま
し

た
。
初
日
は
１
、
３
２
９
人
が
洞
爺
湖
ぐ
る
っ
と
１

周
（
36
キ
ロ
）
、
洞
爺
湖
・
豊
浦
パ
ノ
ラ
マ
（
20
キ

ロ
）
、
洞
爺
町
グ
ル
メ
（
13
キ
ロ
）
、
火
山
科
学
館

・
金
比
羅
火
口
（
５
キ
ロ
）
の
４
コ
ー
ス
に
挑
み
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
開
催
の
記
念
ナ
ツ
プ
サ
ッ
ク
が
提
供
さ
れ
る
な

ど
随
所
で
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
た
気
運
の
盛
り
上

が
り
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
長
コ
ー
ス
の
洞
爺
湖
１
周
組
約
６
０
０
人
は
、

午
前
７
時
に
湖
畔
遊
歩
道
を
ス
タ
ー
ト
し
、
気
温
20

度
前
後
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
秋
色
に

染
ま
り
始
め
た
湖
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
時
計
回

り
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
16
日
は
伊
達
・
有
珠
ぐ
る
っ
と
１
周
（
30
キ
ロ
）、

壮
瞥
・
北
の
湖
記
念
館
（
20
キ
ロ
）
、
洞
爺
湖
中
島

（
10
キ
ロ
）
、
西
山
火
口
散
策
（
５
キ
ロ
）
の
４
コ

ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
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第

チェックポイントでひと息 元気にいってらっしゃいチェックポイントでひと息 元気にいってらっしゃい

給水所でふれ合いの一コマ

洞爺湖ぐるっと一周に約600人が参加

給水所でふれ合いの一コマ

洞爺湖ぐるっと一周に約600人が参加

第20回 北海道ツーデーマーチ開催北海道ツーデーマーチ開催北海道ツーデーマーチ開催
＝広大な自然の大パノラマに感動は続く＝＝広大な自然の大パノラマに感動は続く＝



　
　
源
く
ん
（
生
ご
み
）
の
水
切
り
が

　
　
徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
も
繰
り
返
し
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ず
、
本

当
に
困
っ
て
い
ま
す
。

　
水
切
り
を
し
っ
か
り
し
な
い
も
の
は
、

容
器
の
中
で
水
が
も
れ
た
り
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
袋
を
二
重
三
重
に
重
ね
る

と
い
う
悪
循
環
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
く
ん
を
出
す
と
き
は
、
必
ず
水

切
り
を
し
っ
か
り
し
て
袋
は
一
枚
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
き
缶
や
空
き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

　
　
ト
ル
な
ど
を
資
源
と
し
て
生
ま

れ
ま
わ
ら
せ
る
こ
と
を
リ
サ
イ
ク
ル

と
い
い
ま
す
。
簡
単
に
ご
み
と
し
て

捨
て
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
再
び

資
源
と
し
て
使
う
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
す
。

　
木
か
ら
作
ら
れ
た
紙
、
ア
ル
ミ
か

ら
作
ら
れ
た
缶
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
資
源
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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空

　
　
爺
湖
町
で
は
、
空
き
缶
（
ス
チ

　
　
ー
ル
、
ア
ル
ミ
）
、
空
き
び
ん

（
透
明
、
茶
色
、
そ
の
他
）
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
資
源
ご
み
と
し
て
回
収

し
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
分
別
さ

▲
回
収
さ
れ
た
資
源
ご
み
か
ら
選
別
さ
れ

　
た
ご
み
。
オ
ム
ツ
や
洗
剤
容
器
な
ど
が

　
混
じ
っ
て
い
ま
す
。

洞
資

れ
ず
に
多
く
の
ご
み
が
混
じ
っ
て
い

ま
す
。

　
「
自
分
一
人
く
ら
い
大
丈
夫
」
と

い
う
軽
い
気
持
ち
で
入
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
が
、
町
内
全
体
に
な

る
と
、
驚
く
ほ
ど
の
量
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
を

取
り
外
し
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、

回
収
後
の
選
別
作
業
に
と
て
も
時
間

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
ご
み
を
出
す
と
き
は
必
ず
、

分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
詰
の
中
身
を
残
し
た
ま
ま
資
源

　
　
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
方
が

い
ま
す
。

　
中
身
が
残
っ
て
い
る
と
、
カ
ラ
ス

な
ど
に
荒
ら
さ
れ
た
り
、
悪
臭
の
原

因
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
必
ず

中
身
を
取
り
除
き
軽
く
す
す
い
で
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

缶

＝きちんと分別してしっかり省エネ!＝＝きちんと分別してしっかり省エネ!＝＝きちんと分別してしっかり省エネ!＝

分
別
し
な
き
ゃ
資
源
に
な
ら
な
い
よ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
も
分
別
し
よ
う

●
お 

願 

い
●

「ま
ち
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　 

登
録
状
況

個
人
　
　
13
名

団
体
　
　
３
団
体
（
39
名
）

　
　
　
　
　
（
９
月
25
日
現
在
）

※
登
録
は
引
き
続
き
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。

割り箸やめて「マイ箸」
　　持ってみませんか!?
　日本国内で１年間に消費される割り箸の量は年間２５０

億膳。一軒家を建てる木材量に換算すると２万軒分にもな

ります。

　全国に約８００店舗を展開する外食チェーンではで割り

箸を洗い箸に替えたところ、１，４００万膳の削減に成功し

ました。

　温室効果ガスを吸収する森林を守るために、みなさんも

「マイ箸」を持って出かけてみませんか？

水
切
り
は
必
ず
！

袋
は
一
枚
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。



　
　
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
な

　
　
ど
）
の
削
減
の
た
め
に
大
き
な

効
果
を
発
揮
す
る
の
は
、
「
電
気
の

節
約
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
く
ら
し
の
中
で
は
、
と

て
も
多
く
の
電
化
製
品
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
で
も
、
そ
の
使
い
方
一
つ
で
多
く

の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き
る
う
え

に
、
な
ん
と
節
約
ま
で
で
き
て
し
ま

う
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
ん
な
節
約
上
手
な

環
境
家
族
を
め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か

？・
電
源
を
こ
ま
め
に
切
る
。

・
寝
る
時
や
出
か
け
る
時
は
主
電
源

　
を
切
る
。

・
音
量
や
明
る
さ
の
調
整
を
す
る
。

・
使
わ
な
い
明
か
り
は
消
す
。

・
照
明
を
省
エ
ネ
製
品
や
、
電
球
型

　
蛍
光
灯
に
替
え
る
。

・
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
。

※
家
庭
の
消
費
電
力
で
一
番
多
い
の

　
が
照
明
で
す
。
こ
ま
め
に
消
し
て

　
節
約
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
電
球
型
蛍
光

　
ラ
ン
プ
は
白
熱
灯
と
比
べ
て
約
20

　
％
の
節
電
が
で
き
、
寿
命
も
７
倍

　
程
度
長
く
な
り
ま
す
。

温　
　
レ
ビ
は
画
面
の
明
る
さ
や
音
量

　
　
を
下
げ
る
こ
と
で
省
エ
ネ
に
な

り
ま
す
。
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
は
待
機
電

力
消
費
の
第
１
位
で
す
。
無
駄
な
く
、

使
わ
な
い
と
き
に
は
電
源
を
消
し
ま

し
ょ
う
。

テ
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テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

照
　
明
　
器
　
具

・
服
を
重
ね
着
し
た
り
部
屋
の
温
度

　
を
調
節
。

・
自
然
通
気
や
太
陽
光
の
利
用
。

・
窓
の
隙
間
に
目
張
り
を
す
る
。

・
窓
か
ら
の
冷
気
を
遮
断
す
る
の
に

　
カ
ー
テ
ン
を
活
用
す
る
。

※
暖
房
の
温
度
調
節
も
大
き
な
節
電

　
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
温
か
い

　
格
好
を
す
る
だ
け
で
、
室
内
温
度

　
を
下
げ
ら
れ
ま
す
。

室
　
温
　
調
　
節

チャレンジしてみませんか？

家庭の消費電力の約10％はムダなの?!

「チーム･マイナス6％」6つのアクション

○ 温度調節で減らそう

○ 水道の使い方で減らそう

○ 自動車の使い方で減らそう

○ 商品の選び方で減らそう

○ 買い物とごみで減らそう

○ 電気の使い方で減らそう

あなたはパソコン登録派？それとも実践派？

チーム・マイナス６％は個人登録ができます。

みなさんも登録してみませんか？
チーム・マイナス６％ホームページ
《 www.team-6.jp　》

▲チーム・マイナス６％ロゴマーク

洞爺湖町は「チーム・マイナス６％」に参加しています。

　リモコンひとつでテレビやビデオもすぐにつきます。なぜなら、リモコン

付の家電製品には信号を受けるためにいつも微弱な電気が流れているからで

す。このように使われる電気を「待機電力」といいます。

　ある調査によると、家庭で使われる電気の約１割程度が待機電力として消

費されています。例えば電気代が月5,000円の家庭では、年間に6,000円

も余計な出費をしていることになります。

　使っていないようで意外に多くのムダがありそうです。

「
洞
爺
湖
町
チ
ー
ム･

マ
イ
ナ
ス
６
％
」

め
ざ
せ
！
節
約
上
手
な「
環
境
家
族
」

地
球
温
暖
化
防
止
特
集
第
３
弾
！



も
に
、
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

や
西
山
火
口
を
見
学
し
火
山
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
９
月
15
日
　
に
は
在
日
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
大
使
ユ
ス
フ
・
ア
ン
ワ

ル
閣
下
ご
夫
妻
が
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
長
崎
町
長
が
館

内
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
。
Ｇ
８
サ

6

　
　
シ
ア
北
方
四
島
在
住
ビ
ザ
な
し

　
　
交
流
訪
問
団
が
９
月
13
日
　
役

場
庁
舎
を
訪
れ
、
長
崎
町
長
と
有
珠

山
の
災
害
復
旧
対
策
に
つ
い
て
懇
談

し
ま
し
た
。
一
行
は
国
後
島
古
釜

布
（
ユ
ジ
ノ
・
ク
リ
リ
ス
）
の
コ
ー

ワ
リ
・
イ
ー
ゴ
リ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ビ
ッ

チ
氏
を
団
長
と
す
る
男
女
９
名
で
、

洞
爺
湖
周
辺
の
景
観
を
楽
し
む
と
と

ロ

ミ
ッ
ト
や
有
珠
山
噴
火
災
害
に
つ
い

て
の
話
を
熱
心
に
質
問
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
９
月
17
日
　
に
は
、
中
国
政
治
協

商
会
議
全
国
委
員
会

・
賈
慶
林
（
カ

・
ケ
イ
リ
ン
）
首
席
が
洞
爺
湖
温
泉

街
を
訪
れ
、
長
崎
町
長
と
遊
覧
船
に

同
船
し
洞
爺
湖
の
景
観
の
す
ば
ら
し

さ
に
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
国
で
は
火
山
が
珍
し
い
と
の
こ
と

か
ら
、
大
変
興
味
を
示
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
　
成
19
年
９
月
25
日
　
15
時
よ
り
、

　
　
役
場
３
階
の
防
災
訓
練
研
修
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第
３
回
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
推
進
町
民
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
27
名
で

部
会
設
置
や
情
報
提
供
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
・
決
定
事
項
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

１
．
外
務
省
か
ら

○
８
月
21
日
付
け
宿
泊
施
設
関
係
者

　
へ
、
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

　
の
た
め
の
宿
泊
施
設
の
確
保
に
関

　
す
る
お
願
い
」
と
し
た
要
請
書

　
　
　
明
年
７
月
６
日
か
ら
10
日
の

　
　
期
間
中
は
、
一
般
の
方
の
予
約

　
　
受
付
け
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

　
　
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
上
記
期
間
以
外
に
つ
き
ま
し

　
　
て
は
、
原
則
と
し
て
一
般
の
方

　
　
々
か
ら
の
予
約
を
受
付
け
て
い

　
　
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
は
あ
り

　
　
ま
せ
ん
が
、
関
係
機
関
か
ら
の

　
　
要
望
が
あ
る
場
合
は
特
段
の
ご

　
　
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平

○
旧
火
山
科
学
館
施
設
の
外
務
省
現

　
地
本
部
施
設
と
し
て
の
正
式
使
用

　
要
請

２
．
北
海
道
議
会
サ
ミ
ッ
ト
推
進
特

　
別
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
か
ら

○
北
海
道
議
会
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

　
ッ
ト
推
進
特
別
委
員
会
（
神
戸
委

　
員
長
他
14
名
）
が
９
月
３
日
　
に

　
来
庁
し
、
活
発
な
意
見
交
換
会
が

　
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
地
元
対
応
者

　
は
洞
爺
湖
町
長
、
豊
浦
町
長
、
壮

　
瞥
町
長
、
　
洞
爺
湖
温
泉
観
光
協

　
会
三
浦
副
会
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洞

　
爺
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
高
橋
理

　
事
長
、
洞
爺
湖
町
商
工
会
朝
倉
会

　
長
）
地
元
側
か
ら
の
質
問
に
対
す

　
る
回
答
・
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

　
お
り
で
す
。

・
警
備
上
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、

　
住
民
の
安
全
の
た
め
の
警
備
で
あ

　
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
き
た
い
。

　
農
漁
業
作
業
や
学
校
行
事
に
つ
い

　
て
も
同
様
。

・
首
脳
の
足
跡
を
地
域
に
残
し
て
い

　
た
だ
く
た
め
の
作
り
が
ほ
し
い
と

　
考
え
て
い
る
。

・
夫
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
具
体
的
な
も

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト

海
外
か
ら
の
表
敬
訪
問
続
々
来
町

北 方 四 島 交 流

ユスフ・アンワル閣下ご夫妻　火山科学館シアターで

賈慶林首席がビジターセンター視察

北 方 四 島 交 流

ユスフ・アンワル閣下ご夫妻　火山科学館シアターで

賈慶林首席がビジターセンター視察

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
推
進

町
民
会
議
よ
り

（木）

（土）

（月）

（火）

（ア）（イ）

（月）

（社）



　
　
務
省
、
環
境
省
、
北
海
道
な
ど

　
　
が
主
催
す
る
、
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
ホ
テ
ル
・
旅
館

の
環
境
経
営
セ
ミ
ナ
ー
「
環
境
経
営

で
コ
ス
ト
削
減
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向

上
へ
！
」
が
９
月
20
日
、
洞
爺
湖
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
が

サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
最
大
の
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
に

配
慮
し
た
サ
ミ
ッ
ト
を
目
指
す
政
府

が
主
導
し
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
経
営

者
を
対
象
に
環
境
に
配
慮
し
た
経
営

を
広
め
よ
う
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
地
元
を
は
じ
め
、
蔵

相
会
談
や
環
境
相
会
談
の
開
催
地
域

か
ら
も
訪
れ
、
約
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
和
田
孝
一
氏
が
「
環
境
経
営

は
魅
力
あ
る
省
コ
ス
ト
経
営
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
お
こ
な
い
、
東
京

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
時
代
に

手
が
け
た
、
排
熱
を
利
用
し
た
コ
ー

ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
で
生
ゴ
ミ
を
乾
燥
、

た
い
肥
化
し
、
肥
料
に
加
工
し
た
上

で
販
売
す
る
と
い
っ
た
、
一
連
の
仕

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
帝
国
ホ
テ
ル

（
東
京
都
）
や
星
野
リ
ゾ
ー
ト
（
長

野
県
）
な
ど
の
事
例
紹
介
や
旅
行
代

理
店
担
当
者
に
よ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
の
講
演
も
行
わ
れ
、
環

境
負
荷
の
軽
減
が
観
光
の
魅
力
と
な

る
世
界
的
潮
流
が
繰
り
返
し
示
さ
れ
、

参
加
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

１
．
町
民
会
議
内
組
織
を
次
の
４
部

　
会
構
成
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
。

　
　
ま
た
、
各
部
会
が
担
う
主
な
内

　
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
企
画
部
会

　
　
国
、
道
及
び
近
隣
市
町
村
と
の

　
調
整
、
サ
ミ
ッ
ト
推
進
町
民
会
議

　
の
運
営
及
び
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
伴

　
う
総
合
的
な
調
整
を
行
う
。

○
環
境
美
化
部
会

　
　
町
全
域
の
環
境
美
化
と
花
い
っ

　
ぱ
い
運
動
を
通
し
て
快
適
な
洞
爺

　
湖
町
を
演
出
す
る
。

○
広
報
・
記
録
部
会

　
　
サ
ミ
ッ
ト
関
連
資
料
の
収
集
や

　
サ
ミ
ッ
ト
及
び
洞
爺
湖
町
の
情
報

　
発
信
を
行
な
う
と
共
に
、
サ
ミ
ッ

　
ト
に
む
け
た
町
民
の
動
き
を
写
真

　
や
映
像
で
記
録
す
る
。

○
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
会

　
　
サ
ミ
ッ
ト
に
関
し
た
イ
ベ
ン
ト

　
の
企
画
運
営
や
観
光
ル
ー
ト
の
設

　
定
、
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

　
成
な
ど
洞
爺
湖
町
の
魅
力
を
ア
ピ

　
ー
ル
す
る
。
町
民
団
体
と
連
携
し

　
た
英
会
話
講
座
や
各
種
研
修
を
通

　
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
の
養

　
成
や
町
民
自
ら
が
楽
し
め
る
国
際

　
交
流
事
業
を
計
画
す
る
。

２
．
町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス
を
発
刊
す

　
る
。

　
も
の
を
つ
く
り
提
案
し
て
ま
い
り

　
た
い
。

・
食
材
は
道
が
発
信
す
べ
き
柱
と
な

　
る
こ
と
か
ら
、
道
産
食
材
を
紹
介

　
し
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た
い
。

３
．
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
９
月
現
在
の
状
況

○
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
を
ル
ス
ツ
リ
ゾ

　
ー
ト
に
設
置
す
る
こ
と
が
正
式
決

　
定
（
９
月
４
日
）

○
携
帯
電
話
の
通
話
エ
リ
ア
拡
大

（
国
道
３
７
号
、
２
３
０
号
ト
ン
ネ

　
ル
、
高
速
道
路
ト
ン
ネ
ル
内
の
不

　
感
地
域
解
消
に
向
け
調
整
中
）

○
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

（
10
月
初
旬
）

○
歓
迎
フ
ラ
ッ
グ
等
の
設
置
事
業

（
洞
爺
湖
温
泉
街
、
洞
爺
駅
前
、
洞

　
爺
駅
ホ
ー
ム
内
、
洞
爺
町
市
街
地

　
に
フ
ラ
ッ
グ
や
看
板
等
を
設
置
し

　
気
運
の
高
揚
に
取
組
む
。）
　
　

外

洞爺湖文化センターで行なわれた環境経営セミナー洞爺湖文化センターで行なわれた環境経営セミナー

7

町
民
会
議
は
傍

聴
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
し
て

く
だ
さ
い
。
　

国
際
化
へ
向
け
て
環
境
を
テ
ー
マ
に

ホ
テ
ル
・
旅
館
セ
ミ
ナ
ー
開
催



有
珠
山
噴
火
災
害
の
ま
っ
た
だ
中
で

あ
り
、
２
、
０
０
０
円
札
が
発
行
さ

れ
た
年
）
、
初
の
地
方
開
催
で
あ
る

こ
と
や
（
過
去
３
回
は
東
京
開
催
）、

９
・
11
ア
メ
リ
カ
テ
ロ
事
件
の
前
で

あ
っ
た
こ
と
で
、
現
在
と
状
況
は
違

う
と
思
い
ま
す
が
視
察
し
た
内
容
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

8

　
　
ミ
ッ
ト
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

　
　
使
用
さ
れ
、
建
設
中
に
サ
ミ
ッ

ト
開
催
が
決
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

万
国
が
世
界
、
津
梁
は
か
け
は
し
で
、

「
世
界
の
架
け
橋
」
に
な
ろ
う
と
言

う
意
味
で
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
実
際
サ
ミ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
た
サ

ミ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
、
最
大
２
２
０
名

収
容
と
さ
ほ
ど
大
き
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
舞
台
や
多
国
間
の
言
語
を
通

訳
す
る
同
時
通
訳
室
が
あ
り
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
会
議
場
と
し
て
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
設
備
が
完
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
国
際
会
議
等
に
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ

　
　
月
27
日
　
～
29
日
　
の
３
日
間
、

　
　
と
う
や
湖
温
泉
旅
館
組
合
か
ら

の
呼
び
か
け
を
受
け
沖
縄
県
名
護
市

等
の
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。
　
　

　
27
日
は
サ
ミ
ッ
ト
会
議
場
で
あ
る

万
国
津
梁
館
で
説
明
を
受
け
、
28
日

は
名
護
市
役
所
の
ほ
か
飲
食
店
関
係

者
と
ホ
テ
ル
関
係
者
に
当
時
の
状
況

を
伺
い
、
29
日
は
沖
縄
県
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
県
の
観
光
協

会
）
で
県
職
員
よ
り
県
民
会
議
等
の

話
を
伺
い
、
大
変
み
の
り
あ
る
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
は
平
成
12

年
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
（
当
町
は

８

　
　
縄
で
首
脳
が
宿
泊
し
た
の
は
、

　
　
１
市
２
村
に
わ
た
る
別
々
の
ホ

テ
ル
に
宿
泊
し
た
た
め
警
備
の
幅
が

広
か
っ
た
よ
う
で
す
。
正
式
に
交
通

規
制
案
内
図
（
サ
ミ
ッ
ト
期
間
の
規

制
）
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
開
催
の

少
し
前
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
首
脳
が
道
路
を
通
過
す
る
際
は
厳

し
い
警
備
が
ひ
か
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
は
さ
ほ
ど
厳
し
く
は
無
く
一

般
車
両
が
通
過
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
警
察
か
ら
の
情
報
が
遅
い

た
め
不
安
で
は
あ
っ
た
も
の
の
そ
れ

ほ
ど
の
混
乱
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

沖　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
最
大
の
力
と
な

　
　
っ
た
と
強
く
主
張
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
美
化

活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
合
計
１
、

７
０
０
名
を
超
え
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
民
間
団
体
と
し
て
、
「
名
護

地
区
地
域
安
全
協
力
会
」
が
結
成
さ

れ
、
交
通
整
理
・
防
犯
活
動
な
ど
様

々
な
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ

　
実
際
は
首
脳
ク
ラ
ス
が
来
て
く
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大

使
が
来
て
く
れ
る
な
ど
し
て
、
今
も

交
流
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
い

つ
も
歓
迎
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
と
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
視
察
報
告

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
視
察
報
告

サ
ミ
ッ
ト
推
進
室
　
主
幹

秦
　
野
　
道
　
也

サミットメイン会場の万国津梁館
ばんこくしんりょうかん

サミットメイン会場の万国津梁館
ばんこくしんりょうかん

万
国
津
梁
館

警
備
関
係

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
ベ
ン
ト
は
３
０
０
日
前
、
２
０

　
　
０
日
前
、
１
０
０
日
前
、
50
日

前
、
前
日
イ
ベ
ン
ト
や
花
い
っ
ぱ
い

運
動
な
ど
数
多
く
行
な
っ
て
い
て
、

サ
ミ
ッ
ト
間
近
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

は
警
察
等
が
少
し
控
え
て
欲
し
い
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
参
加
国
と
の
関
係
、
歴
史

を
掘
り
起
こ
し
大
統
領
を
招
聘
し
て

交
流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画

し
ま
し
た
。

イ

イ
ベ
ン
ト

　
　
回
の
視
察
で
一
番
印
象
に
残
っ

　
　
た
言
葉
が
、
「
自
信
と
誇
り
」

で
す
。
こ
れ
は
、
市
民
・
県
民
が
み

ん
な
で
関
わ
り
共
に
汗
を
流
し
、
サ

ミ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
た
と
い
う
意
識

の
中
に
「
自
信
と
誇
り
」
と
い
う
貴

重
な
心
の
資
産
を
残
す
こ
と
が
で
き

た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
地
域
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
進
み
「
沖
縄
が
変
わ
っ
た
」
と
言

わ
れ
、
名
護
市
で
は
サ
ミ
ッ
ト
開
催

前
に
比
べ
60
％
以
上
の
宿
泊
客
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
若
い
人
た
ち
が
世
界
に
目

を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
最
後
に
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
洞

爺
湖
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
共
通
目
標
に
し
て
ほ
し

い
と
の
助
言
を
い
た
だ
き
感
銘
を
受

け
帰
町
い
た
し
ま
し
た
。

今

感
　
　
想

（
ば
ん
こ
く
し
ん
り
ょ
う
か
ん
）

名護市役所での意見交換名護市役所での意見交換

（月）

（水）



　
　�

田
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
９

　
　
月
10
日
、
役
場
を
訪
れ
長
崎
町

長
に
、
来
月
網
走
市
で
開
か
れ
る
全

道
Ｕ
・
14
八
人
制
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　
同
サ
ッ
カ
ー
部
は
こ
の
ほ
ど
室
蘭

市
で
開
催
さ
れ
た
室
蘭
地
区
大
会
で

優
勝
し
全
道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

た
も
の
で
す
。
秦
野
主
将
が
「
上
位

を
狙
い
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
全

力
で
プ
レ
ー
を
し
ま
す
」
と
決
意
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
長
崎
町
長
か
ら
は
「
網
走
は
遠
い

の
で
体
調
に
気
を
つ
け
、
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
　�

泉
利
用
協
同
組
合
で
は
下
水
配

　
　
管
か
ら
の
排
熱
回
収
に
よ
る
省

エ
ネ
を
図
る
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

９
月
４
日
に
温
泉
街
で
起
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
源
泉
を
タ
ン
ク
に
一
時

的
に
た
め
て
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど

57
件
に
給
湯
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

後
、
下
水
道
に
流
さ
れ
る
温
泉
に
着

目
し
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
熱
交
換
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
重
油
代
の

削
減
や
二
酸
化
炭
素
の
大
幅
な
削
減

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒートポンプシステム導入
に伴う起工式

虻田中学校サッカー部が
全道大会での活躍を誓う

100歳を迎えた長寿のお祝い先住民族供養祭　おごそかに

9

　
　
寿
を
お
祝
い
し
、
楽
し
い
一
日

　
　
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
工
夫
と
趣
向
を
こ

ら
し
た
長
寿
ま
つ
り
が
各
自
治
会
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月

14
日
、
本
年
度
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

５
人
の
方
々
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
賞
状
と
銀
杯
と
と
も
に
長
崎
町

長
か
ら
長
寿
祝
い
金
と
祝
福
の
花
束

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
櫻
井

ト
ヨ
さ
ん
（
洞
爺
町
）
、
高
橋
ハ
ナ
さ

ん
（
同
）
、
近
井
キ
ク
ノ
さ
ん
（
泉
）
、

赤
川
リ
ヨ
さ
ん
（
旭
町
）
、
三
上
ス
エ

さ
ん（
本
町
）の
５
人
の
方
々
で
す
。

長

温虻

　
　
月
16
日
、
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会

　
　
洞
爺
湖
支
部
（
妻
木
征
男
支
部

長
）
の
主
催
で
、
洞
爺
湖
町
先
住
民

族
供
養
祭
が
、
入
江
の
歴
史
公
園
慰

霊
碑
前
で
お
ご
そ
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
妻
木
支
部
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
長
崎
良
夫
町
長
や

ウ
タ
リ
関
係
者
、
教
育
関
係
者
ら
が

読
経
の
中
、
参
列
し
た
一
人
ひ
と
り

が
焼
香
し
、
先
祖
の
霊
を
慰
め
ま
し

た
。 ９

先進的な環境への取り組み活躍が期待される虻中サッカー部

天候に恵まれた供養祭 長 寿 の 秘 訣 は

先進的な環境への取り組み活躍が期待される虻中サッカー部活躍が期待される虻中サッカー部

天候に恵まれた供養祭天候に恵まれた供養祭 長 寿 の 秘 訣 は長 寿 の 秘 訣 は
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元
の
味
覚
を
楽
し
む
「
月
浦
ワ

　
　
イ
ン
ま
つ
り
２
０
０
７
」
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
一
週
間
早

い
９
月
30
日
、
月
浦
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
・
グ
リ
ー
ン
ス
テ
イ
洞
爺
湖

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
高
の
秋
晴
れ
の
中
、
会
場
に
訪

れ
た
１
、
５
０
０
人
を
超
え
る
多
く

の
皆
さ
ん
は
、
地
場
産
ワ
イ
ン
と
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
洞
爺

湖
の
自
然
の
中
で
秋
の
一
日
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
は
月
浦
地
域
の
農
作
物
、

ガ
ラ
ス
製
品
、
果
物
な
ど
の
販
売
テ

ン
ト
も
建
ち
並
ん
で
い
た
ほ
か
に
、

来
年
開
催
さ
れ
る
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
の
歓
迎
の
ぼ
り
も
設
置
さ
れ
、

サ
ミ
ッ
ト
開
催
歓
迎
の
盛
上
げ
気
運

を
醸
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
　
　

地

　
リ
ス
ト
バ
ン
ド
は
軽
く
腕
に
当
て

る
と
丸
ま
り
、
反
射
章
と
な
る
夜
間

の
安
全
グ
ッ
ズ
で
、
左
端
に
「
み
ん

な
で
成
功
さ
せ
よ
う
サ
ミ
ッ
ト
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
主
要
国
の
国
旗
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
シ
ー
ル
が
張
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
町
内
高
齢
者
に
同
署
か
ら
２
０
０

本
が
寄
贈
さ
れ
た
ほ
か
、
児
童
60
人

を
含
む
２
０
０
人
が
リ
ス
ト
バ
ン
ド

を
着
け
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
　
月
21
日
か
ら
30
日
の
期
間
行
わ

　
　
れ
た
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
25
日
に
虻
田
地
区
、
26

日
に
洞
爺
地
区
で
「
町
民
総
ぐ
る
み

黄
色
い
旗
の
波
運
動
」
が
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
あ
ぶ
た
体
育
館
前
で
行

わ
れ
た
開
会
式
で
長
崎
町
長
が
「
来

年
の
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
、
た
く
さ
ん

の
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
ま
す
。
無
事

故
記
録
を
永
遠
に
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
伊
達
警
察
署
は
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
に
向
け
、
交
通
安
全
の
輪
を

広
め
よ
う
と
、
主
要
国
の
国
を
あ
し

ら
っ
た
夜
光
反
射
材
リ
ス
ト
バ
ン
ド

を
作
製
し
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
に

合
わ
せ
て
25
日
の「
旗
の
波
運
動
」
で

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

９

「月浦ワインまつり２００７」開催

黄色い旗の波～ドライバーに
　　      交通安全アピール～



　
　
の
ひ
ら
の
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し

　
　
た
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
２
０
０
７
（
洞
爺
湖
町
・
同
実

施
委
員
会
主
催
）
が
９
月
22
日
、
洞

爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
幕
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
催
当
日
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
る
と
待
ち
か
ね
た
大
勢
の
愛

好
家
ら
が
展
覧
会
場
を
訪
れ
、
豊
か

な
造
形
美
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
旧
洞
爺
村
時
代

の
１
９
９
３
年
に
始
ま
り
、
８
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
世
界
各
国
の
作
家
を
対
象
に
し
た

隔
年
開
催
の
国
際
公
募
展
で
今
回
は

手

　
　
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

　
　
展
覧
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
た
め

に
、
受
賞
作
家
の
皆
さ
ん
が
来
町
さ

れ
ま
し
た
。
翌
日
の
23
日
に
は
３
名

の
受
賞
作
家
の
方
々
を
お
招
き
し
、

「
受
賞
作
家
を
囲
む
会
」
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
賞
作
家
の
ウ
ィ
ー
・
セ

ボ
グ
氏
よ
り
「
こ
の
美
し
い
町
で
開

催
さ
れ
る
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
大
賞
を

い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

規
定
の
サ
イ
ズ
内
で
作
品
を
作
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
そ
の
工
夫
の
中
で

新
し
い
視
点
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
28
日
の
「
審
査
員
と
の
鑑

賞
・
講
演
会
」
で
は
審
査
員
を
務
め

ら
れ
た
笹
野
尚
明
先
生
を
お
招
き
し
、

彫
刻
作
品
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て

「
作
品
の
印
象
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
異

な
り
ま
す
。
作
者
の
意
図
に
囚
わ
れ

す
ぎ
ず
、
自
分
の
中
に
残
る
印
象
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
話

や
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
業
の
始
ま
り
に

関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
の
お
話
も

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

洞

46
カ
国
か
ら
４
５
０
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
一
次
審
査
を
通
過
し
た

58
点
を
展
示
。
抽
象
的
作
風
や
技
巧

を
凝
ら
し
た
現
代
感
覚
に
あ
ふ
れ
た

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
彫
刻
群
が
、
来
場
者

の
感
性
を
刺
激
し
て
お
り
、
来
月
21

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
放
つ
イ
メ
ー
ジ

の
広
が
り
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

TOYAMURA　InternationaI　ScuIpture　BiennaIe　2007

彫刻と話す、その日を求めてー。

洞爺村国際彫刻ビエンナーレ2007が開幕

11

大勢の観客を集めた初日大勢の観客を集めた初日

審査委員との鑑賞・講演会

大賞　ウィー・セボグさん大賞　ウィー・セボグさん

受 賞 作 家 の 皆 さ ん受 賞 作 家 の 皆 さ ん

審査委員との鑑賞・講演会
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新刊案内 あぶた読書の家
10月の休館日

11日・18日・25日
祝日休館　8日（体育の日）

＜一　般＞▽語りつぐ北海道空襲（菊地慶一）▽新装版

北海道のキノコ、花の育て大百科（主婦と生活社）▽に

こにこ貧乏（山本一力）▽宿命～検事・沢木政夫（小杉健

治）▽楽園＜上・下＞（宮部みゆき）▽アサッテの人（諏

訪哲史）▽夜明けの街で（東野圭吾）▽青い鳥（重松清）

▽花の回廊流転の海第五部（宮本輝）▽そんな軽い命な

ら私にください（渡部成俊）▽サイン会はいかが？（大

崎梢）

＜児童書＞▽くもんのはじめてのえほん全３巻①あい

さつしましょ②だあれ？③これなあに？▽こんにちは

（荒井静恵）▽ばいばい（まついのりこ）▽さがそう！ち

がう虫、まねする虫、かくれ虫（海野和男）▽ふたり☆お

なじ星のうえで（谷川俊太郎／谷本美加）▽おおわらい

コンビムサシとコジロー（上条早苗/岡本順）▽かいけ

つゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん（原ゆたか）▽

森のこずえちゃん（松居スーザン／松成真理子）

＜お知らせ＞

11月３日～11月５日の間、母と子の館で開催の総合文

化祭に例年通り読書の家からリサイクル本を出します

ので本の好きな方はどうぞご利用ください。

～洞爺国際交流協会からのお知らせ～

英会話で遊びませんか

日　時　１１月６日～２７日　毎週火曜日

　　　　午前１０～１２時

場　所　あぶた体育館（高砂町１８）

内　容　錬功十八法（中国健康体操）

　　　　日本武術太極拳（入門編）

講　師　日本武術太極拳連盟

　　　　公認普及指導員　

参加料　無　料

申込み　当日会場にお越しください。

その他　動きやすい服装で参加ください。

　　　　運動靴持参

問合せ　菅野（℡７６－３４３１）へ

日　時　１１月６日～２７日　毎週火曜日

　　　　午前１０～１２時

場　所　あぶた体育館（高砂町１８）

内　容　錬功十八法（中国健康体操）

　　　　日本武術太極拳（入門編）

講　師　日本武術太極拳連盟

　　　　公認普及指導員　

参加料　無　料

申込み　当日会場にお越しください。

その他　動きやすい服装で参加ください。

　　　　運動靴持参

問合せ　菅野（℡７６－３４３１）へ

■あぶた読書の家 76-2100

　
　
爺
湖
町
商
工
会
（
朝
倉
英
隆
会

　
　
長
）
の
合
併
記
念
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
が
９
月
23
日
、
洞
爺
湖
町
入

江
の
夕
日
ケ
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

開
か
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

会
員
ら
約
60
人
が
和
や
か
に
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
商
工
会
は
１
町
１
商
工
会
の
経

済
体
制
を
整
え
る
た
め
、
虻
田
町
商

工
会
と
洞
爺
村
商
工
会
が
合
併
し
た

も
の
で
す
。

　
開
会
式
で
朝
倉
会
長
の
「
こ
れ
を

機
に
一
層
の
交
流
を
願
い
た
い
。
け

が
の
な
い
よ
う
、
き
ょ
う
は
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
」
と
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
プ
レ
ー
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
は
国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、

27
ホ
ー
ル

（
パ
ー
99
）
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
の

男
女
個
人
戦
で
行
わ
れ
、
ど
の
組
も

和
気
あ
い
あ
い
の
ラ
ウ
ン
ド
を
展
開
。

眼
下
に
広
が
る
噴
火
湾
の
展
望
な
ど

を
目
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ー
ス
内
に

快
音
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

洞 洞
爺
湖
町
商
工
会
合
併
を

記
念
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

～洞爺湖太極拳同好会からのお知らせ～

やさしい太極拳を体験してみませんか

　生のイギリス英語を毎週聞いていると次第に耳が
慣れ、リスニング力がアップします。
　学生時代に勉強した英語がよみがえってきますよ。
日　　時　毎週水曜日　午後７時～９時
場　　所　洞爺総合センター　洞爺町１３２
参 加 料　無料（クラスは学びクラス・親しみクラ
　　　　　スの２クラスです）
休　　日　祝祭日、春・夏・冬休みがあります
問合せ先　洞爺地区　村上喜美子
　　　　（℡82－５６０３　FAX82－５０４１）
　　　　　虻田地区　鈴木  令子
　　　　（℡76―２４７０　FAX76―２６４１）

　生のイギリス英語を毎週聞いていると次第に耳が
慣れ、リスニング力がアップします。
　学生時代に勉強した英語がよみがえってきますよ。
日　　時　毎週水曜日　午後７時～９時
場　　所　洞爺総合センター　洞爺町１３２
参 加 料　無料（クラスは学びクラス・親しみクラ
　　　　　スの２クラスです）
休　　日　祝祭日、春・夏・冬休みがあります
問合せ先　洞爺地区　村上喜美子
　　　　（℡82－５６０３　FAX82－５０４１）
　　　　　虻田地区　鈴木  令子
　　　　（℡76―２４７０　FAX76―２６４１）

こ
ん に ち は



毎　  年虻田地区で2月に行われていた健康診断は、今年度から廃止され、11月の健康診断を
2日間から3日間に増設しました。2月に受診されていた方は、今回お受けください。

13

健康診断のお知らせ健康診断のお知らせ健康診断のお知らせ
※今回の健診は男女で受診できる日程・内容が異なりますので、ご注意ください。

【日程・会場】　時間予約制（虻田地区のみ）・定員制ですので、お早めにお申込ください。

地　　区

日　　程

会　　場

受付時間

検診項目

洞　　爺　　地　　区 虻　　　田　　　地　　　区

①６：30～６：50

②７：00～７：20

③７：30～７：50

④８：00～８：20

⑤８：30～８：50

⑥９：00～９：20

⑦９：30～９：50

⑧10：00～10：20

①８：00～８：20

②８：30～８：50

③９：00～９：20

④９：30～９：50

⑤10：00～10：20

①７：30～７：50

②８：00～８：20

③８：30～８：50

④９：00～９：20

⑤９：30～９：50

（⑥⑦は乳がん･子宮がん検診のみ）

⑥12：30～12：50

⑦13：00～13：20

①６：30～６：50

②７：00～７：20

③７：30～７：50

④８：00～８：20

⑤８：30～８：50

⑥９：00～９：20

①６：30～６：50

②７：00～７：20

③７：30～７：50

④８：00～８：20

⑤８：30～８：50

⑥９：00～９：20

洞爺ふれ愛センター

男女とも
受診できます。

基本健診・胃がん

大腸がん・前立腺

がん・肝炎ウィル

ス・エキノコック

ス

基本健診・胃がん

大腸がん・前立腺

がん・肝炎ウィル

ス・エキノコック

ス

基本健診・胃がん

大腸がん・前立腺

がん・肝炎ウィル

ス・エキノコック

ス

基本健診・胃がん

大腸がん・前立腺

がん・肝炎ウィル

ス・エキノコック

ス・乳がん・子宮

がん

健康福祉センターさわやか

11月５日（月）
女性のみ
受診できます。

11月６日（火） 11月７日（水）
男女とも
受診できます。

11月８日（木）
男女とも
受診できます。

11月９日（金）
女性のみ
受診できます。

基本健診・胃がん

大腸がん・前立腺

がん・肝炎ウィル

ス・エキノコック

ス・乳がん・子宮

がん

【料金】下記のとおり（洞爺湖町国民健康保険加入者・70歳以上の方・生活保護世帯の方は無料です）

検　診　名�   検　査　内　容　�  対　　象        検診料

基　本　健　診

胃 が ん 検 診

大腸がん検診

前立腺がん検診

エキノコックス症健診

肝炎ウィルス検診

＊過去に肝炎ウイルス検
診を受けたことのある方、
肝炎の治療を受けている
方はご遠慮願います。

乳 が ん 検 診

※２年に１度の受診とな
りました。去年乳がん検
診を受診された方は来年
お受け下さい。

※従来からの視触診と併せてマンモ
グラフィによる検診が行われるよう
になりました。

子宮がん検診

※２年に１度の受診とな
りました。去年受診され
た方は来年お受け下さい。

医師の診察・身体計測
尿検査・血液検査
心電図検査・眼底検査

バリウム検査
30歳以上の方

50歳以上の男性

40歳以上の女性

20歳以上の女性

平成１４年以前に受けられた方
または初めて受ける方

便潜血反応

血液検査

血液検査

血液検査

細胞診

超音波検査

視触診
マンモグラフィ

①４０歳の方

②①以外でこれ

　まで受けたこ

　とのない方

2,000円

2,000円

1,000円

2,000円

1,500円

2,000円

500円

500円

無  　料

電話での申し込みや、疑問な点・不明な点が
ありましたら、健康福祉センターまでお問い
合わせください。

【申込方法】

　お申し込みは10月23日（火）までにお
願いいたします。

◎ 虻田地区の方　→　健康福祉センターさ
　　　　　　　　　　わやかまで電話にて
　　　　　　　　　　お申し込みください。
◎ 洞爺地区の方　→　自治会回覧「健康診
　　　　　　　　　　断申込書」に記入し
　　　　　　　　　　班長、自治会長へお
　　　　　　　　　　渡してください。

　　　　　　　　　　また、電話でも申し
　　　　　　　　　　込みを受け付けてお
　　　　　　　　　　ります。
　　　　　　　　　（※電話申込は健康福
　　　　　　　　　　祉センターさわやか
　　　　　　　　　　まで）

健康福祉センター

さわやか
ＴＥＬ７６－４００６
ＦＡＸ７６－１８７７
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代
の
日
本
は
「
夜
更
か
し
社
会
」

　
　
で
す
。
あ
る
調
査
で
約
６
割
の

２
歳
児
が
夜
10
時
以
降
に
寝
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
朝
起
き
ら
れ
な
い
」「
朝
食
が
食
べ

ら
れ
な
い
」「
午
前
中
に
ぼ
ん
や
り
す

る
」
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
睡
眠
の
リ
ズ
ム
は
い
つ
頃
か
ら
作

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
生
後
１
ヵ

月
頃
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
は
３
～
４
時

間
間
隔
で
眠
っ
た
り
起
き
た
り
を
く

り
返
し
、
月
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

少
し
ず
つ
間
隔
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
生
後
３
ヵ
月
頃
に
な
る
と
赤
ち
ゃ

ん
の
体
内
時
計
と
１
日
24
時
間
の
地

球
時
計
が
徐
々
に
合
う
よ
う
に
な
り
、

６
ヵ
月
か
ら
７
ヵ
月
頃
に
な
る
と
た

い
て
い
の
赤
ち
ゃ
ん
は
昼
夜
の
区
別

が
つ
き
、
夜
ま
と
め
て
眠
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
か
ら
だ
い
た

い
同
じ
時
間
に
起
床
、
食
事
、
外
遊

び
、
昼
寝
、
入
浴
、
就
寝
と
い
う
基

本
的
な
生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
く

と
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
睡
眠
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人

に
と
っ
て
も
心
身
の
健
康
を
保
つ
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。

現

　
明
日
か
ら
家
族
で
『
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
』
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

④
記
憶
の
整
理
・
定
着

　
昼
間
あ
っ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と

を
睡
眠
中
に
「
こ
れ
は
覚
え
た
方
が

よ
い
。
こ
れ
は
い
ら
な
い
。
」
と
整

理
。
必
要
な
こ
と
を
記
憶
と
し
て
定

着
さ
せ
ま
す
。

⑥
昼
寝
は
早
め
に�

　
夕
方
ま
で
寝
て
い
る
と
夜
眠
く
な

り
ま
せ
ん
。
遅
く
て
も
15
時
ま
で
に

は
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
タ
ー
ト
が
遅
く
な
っ
た
場
合
で

も
起
こ
す
時
間
を
一
定
に
す
る
と
生

活
リ
ズ
ム
が
保
て
ま
す
。

⑦
決
ま
っ
た
時
間
に
夕
食

　
夕
食
が
遅
い
と
就
寝
も
遅
く
な
る

の
で
パ
パ
の
帰
宅
待
ち
の
た
め
の
遅

め
の
夕
食
と
い
う
の
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
一
緒
に
食
べ
る
な
ら
朝
食
を
。

⑧
お
風
呂
は
ぬ
る
め
に

　
体
温
が
上
が
っ
て
い
る
と
眠
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
就
寝
直
前
の
熱
い

お
風
呂
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑨
早
め
に
寝
室
を
暗
く
す
る

　
夜
も
室
内
が
明
る
い
と
脳
は
目
覚

め
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
寝
る
少
し

前
に
は
室
内
を
暗
く
し
、
昼
夜
の
区

別
を
つ
け
ま
す
。
遅
く
て
も
９
時
頃

に
は
寝
か
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
脳
と
体
の
休
息

　
昼
間
、
脳
を
活
発
に
動
か
す
に
は

夜
ま
と
め
て
脳
と
体
を
休
め
る
こ
と

が
必
要
。
夜
の
休
息
が
不
十
分
だ
と

昼
間
の
脳
の
動
き
も
鈍
く
な
り
ま
す
。

②
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌

　
睡
眠
サ
イ
ク
ル
を
調
整
し
、
眠
気

や
睡
眠
を
促
し
ま
す
。
睡
眠
中
に
分

泌
さ
れ
ま
す
が
、
光
が
当
た
る
と
分

泌
が
減
る
の
で
寝
る
時
は
部
屋
を
暗

く
し
ま
す
。

③
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

　
熟
睡
中
に
分
泌
さ
れ
、
骨
や
筋
肉

を
増
や
し
ま
す
。

保健師から

中　嶋　万記子

こ
ど
も
と
一
緒
に

　
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
！

睡
眠
が
も
た
ら
す
も
の

①
決
ま
っ
た
時
間
に
起
こ
す

　
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
は
朝
早

く
起
き
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
不
機
嫌
で
も
朝
は
７
時
半

頃
ま
で
に
起
こ
し
、
生
活
時
間
が
ず

れ
込
ま
な
い
よ
う
に
心
が
け
を
。

②
朝
の
光
を
浴
び
る

　
体
内
時
計
の
調
整
に
一
番
効
果
的

な
の
は
朝
の
光
を
浴
び
る
こ
と
。
体

温
が
上
が
っ
て
目
が
覚
め
、
体
も
活

発
に
動
き
始
め
ま
す
。

③
朝
食
を
食
べ
る

　
体
温
が
上
昇
し
、
脳
が
目
覚
め
ま

す
。

④
体
を
よ
く
動
か
す

　
体
内
時
計
の
調
整
に
欠
か
せ
な
い

の
が
日
中
の
活
動
。「
昼
間
た
っ
ぷ
り

遊
ん
で
夜
は
バ
タ
ン
キ
ュ
ー
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
決
ま
っ
た
時
間
に
昼
食

　
昼
食
が
ず
れ
て
昼
寝
も
遅
く
な
り
、

夜
寝
な
い
と
い
う
悪
循
環
に
な
ら
な

い
よ
う
に
時
間
を
決
め
ま
す
。

早
寝
早
起
き
生
活
の
ヒ
ン
ト



格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
具

の
手
入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
ス

ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
す

る
季
節
で
す
。
ス
ト
ー
ブ
火
災
の
主

な
原
因
は
、
可
燃
物
の
接
触
・
落

下
、
引
火
・
ふ
く
射
、
使
用
方
法
の

誤
り
、
消
し
忘
れ
、
過
熱
、
使
用
中

の
給
油
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寒
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

特
に
次
の
点
に
注
意
す
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の

注
意
事
項

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

こ
と
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ー
ス
プ

レ
ー
等
の
引
火
の
危
険
性
が
あ
る

も
の
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

○
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に
接

触
し
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
も

の
か
ら
離
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
等
を

干
さ
な
い
こ
と
。

使
　
用
　
方
　
法

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す

る
場
合
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行

う
こ
と
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の

15

１
、
初
期
消
火

地
震
が
起
き
た
と
き
、
初
期
消
火

の
チ
ャ
ン
ス
は
３
回
あ
り
ま
す
。

１
回
目
は
、
地
震
の
揺
れ
始
め
の

グ
ラ
ッ
と
来
た
と
き
で
す
。
揺
れ
が

大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
消
火
は
、
鍋

の
お
湯
な
ど
で
火
傷
を
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
危
険
で
す
。

２
回
目
は
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

と
き
で
す
。
大
き
な
揺
れ
の
最
中
は

火
を
消
そ
う
と
せ
ず
に
、
身
の
安
全

を
第
一
に
し
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て

か
ら
火
の
元
を
確
認
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

３
回
目
は
、
出
火
直
後
で
す
。
も

し
火
事
に
な
っ
て
も
、
初
期
の
う
ち

は
消
火
器
な
ど
で
十
分
に
消
す
こ
と

で
き
ま
す
。

２
、
通
電
火
災
を
防
ぐ

地
震
等
で
避
難
す
る
と
き
に
は
、

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
一
旦
遮
断

し
、
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

い
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
通

電
後
、転
倒
器
具
が
な
い
か
確
認
し
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ

地
震
の
大
き
な
揺
れ
を
感
知
し
た

ら
、
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止

す
る
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
の
設
置
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
念
の
た
め
家
を

空
け
る
時
に
は
、
元
全
を
締
め
ま
し

ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

安
全
な
取
扱
い

４
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
対
処

最
近
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
対
震
自

動
消
火
装
置
が
付
い
て
い
ま
す
が
、

過
信
す
る
の
は
禁
物
で
す
。
な
ん
ら

か
の
原
因
で
、
対
震
自
動
消
火
装
置

が
正
常
に
作
動
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
し
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
転
倒

し
て
出
火
し
た
ら
、
慌
て
ず
、
火
が

小
さ
い
う
ち
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
の
使
用
が
効
果
的
で
す
。

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

あ
な
た
が
離
れ
る
そ
の
時
を
」

本

地

洞爺湖消防署(176-2119)･温泉分署(173-1119)･洞爺支署(187-2119)･『火災･救急･救助119番』

は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た
を

確
実
に
締
め
る
こ
と
。

○
煙
突
は
金
属
の
支
線
等
を
使
用
し

て
固
定
す
る
こ
と
。

○
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず
完

全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。

○
暖
房
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
十
分
な

点
検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て

い
る
場
合
は
販
売
店
に
修
理
を
依
　

頼
す
る
こ
と
。

地
震
発
生
時
の

出
火
防
止

震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ま
ず

落
ち
着
い
て
身
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
慌
て
て
屋
外
に
飛

び
出
し
た
り
せ
ず
、
丈
夫
な
机
や
テ

ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
っ
た
り
、
家
具

か
ら
離
れ
る
な
ど
し
て
身
の
安
全
を

確
保
し
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら

出
火
防
止
の
行
動
に
移
り
ま
し
ょ

う
。地

震
の
後
に
火
災
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
、
平
成
５
年
の
北
海

道
南
西
沖
地
震
で
は
奥
尻
島
が
火
災

に
よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
出
火
防
止

の
対
応
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛

け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
落
ち
着
い
て

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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歳
以
上
の
方
は
現
在
、
国
民
健

康
保
険
や
被
用
者
保
険
な
ど
の

医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
、

老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
そ

れ
ら
を
脱
退
し
、
新
し
く
創
設
さ
れ

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
移

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

人
医
療
費
を
中
心
に
国
民
医
療

費
が
増
大
す
る
な
か
、
国
民
皆

保
険
を
維
持
し
、
医
療
保
険
制
度
を

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と

し
て
い
く
た
め
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
世

代
と
現
役
世
代
の
負
担
を
明
確
化

し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
独
立
し

た
医
療
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
に

替
わ
り
、

新
し
く
創

設
さ
れ
る

後
期
高
齢

者
医
療
制

度
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
運
営
が

始
ま
り
ま
す
。

▽
75
歳
以
上
の
方

▽
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
方

度
は
、
道
内
全
180
市
町
村
が

加
入
す
る
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な

り
、
各
市
町
村
は
保
険
料
徴
収
や
窓

口
業
務
（
申
請
・
届
出
の
受
付
等
）

を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
業

務
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

人
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
保
険
料

を
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
支

払
う
こ
と
と
な
り
、
原
則
と
し
て
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
所
得
の

低
い
方
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応

じ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
）
。

ま
た
、
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
も
保
険
料

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
２

年
間
軽
減
さ
れ
る
経
過
措
置
が
あ
り

ま
す
）。

保
険
料
率
は
、
平
成
19
年
11
月
に

開
催
予
定
の
「
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
」
で
保
険
料
条

例
を
制
定
し
、
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
医
療
機
関
の
窓
口
で
の

自
己
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様

に
、
１
割
負
担
（
た
だ
し
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
負
担
）と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
　
住
民
課
　

国
保
医
療
係

1
74-

３
０
０
２
ま
で

●

知
っ
て
い
ま
す
か
？

◎
歯
を
磨
く
と
き
に
30
秒
間
水
を
出

し
っ
ぱ
な
し
す
る
と
ど
れ
く
ら
い
水

を
使
う
？

答
え
　
　
　
　
６
リ
ッ
ト
ル

水
道
の
口
径
や
水
の
勢
い
に
よ
っ

て
も
違
う
が
、
東
京
都
水
道
局
の
調

査
で
は
、
約
６
リ
ッ
ト
ル
。
コ
ッ
プ

に
汲
ん
で
磨
く
と
す
れ
ば
、
10
分
の

１
で
す
み
、
３
人
家
族
で
毎
日
朝
晩

流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
場
合
と
比
べ

る
と
、
月
に
約
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
の

節
約
に
な
る
。

◎
家
電
製
品
の
待
機
消
費
電
力
は
家

庭
の
全
消
費
電
力
の
ど
れ
く
ら
い
を

占
め
て
い
る
？

答
え
　
　
　
　
約
10
％

微
力
な
が
ら
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
す

努
力
を
生
活
の
中
で
行
っ
て
見
ま
し

ょ
う
。

●

キ
ッ
チ
ン
で
で
き
る
こ
と

冷
蔵
庫

食
べ
物
を
詰
め
込
み
す
ぎ

な
い
こ
と
。ド
ア
を
開
け
放
し
た
り
、

開
閉
を
た
び
た
び
し
な
い
こ
と
。
冬

場
は
冷
蔵
強
度
少
し
弱
く
す
る
。

ガ
ス
コ
ン
ロ

火
力
は
鍋
底
か
ら
炎

が
は
み
だ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

た
と
え
ば
水
１
リ
ッ
ト
ル
（
20
度

程
度
）
を
沸
騰
さ
せ
る
と
き
、
強
火

で
は
な
く
中
火
に
す
る
と
、
年
間
で

ガ
ス
2.38
ｍ３

の
省
エ
ネ
に
な
る
。
こ

れ
で
二
酸
化
炭
素
５
㎏
を
削
減
で
き

る
。

●

リ
ビ
ン
グ
で
で
き
る
こ
と

ど
ん
な
家
電
で
も
使
わ
な
い
と
き

は
、
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
こ
と

が
省
エ
ネ
の
秘
訣
。
ま
た
、
温
風
暖

房
機
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ホ
コ
リ
が
た

ま
っ
て
い
る
と
熱
風
の
出
が
悪
く
な

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
に
な
る
。

お
部
屋
の
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す

に
は
、
植
物
を
置
く
の
が
い
い
。

●

水
回
り
で
で
き
る
こ
と

お
風
呂

お
風
呂
を
沸
か
し
た
ら

間
を
あ
け
ず
に
、
続
け
て
家
族
み
ん

な
が
入
る
の
が
ベ
ス
ト
。
シ
ャ
ワ
ー

の
出
し
っ
ぱ
な
し
は
や
め
て
、
風
呂

の
お
湯
を
使
う
よ
う
に
す
る
。

車

無
駄
な
10
㎏
の
荷
物
を
載
せ

っ
ぱ
な
し
に
し
た
場
合
、
二
酸
化
炭

素
3.5
㎏
分
が
年
間
排
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
車
に
無
駄
な
に
も
つ
を

置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
こ
と
が
省

エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
の
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

〜

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト

〜

老 75◆
新
し
い
制
度
の
目
的
は
？

◆
対
象
者(

被
保
険
者)

は
？

◆
制
度
を
運
営
す
る
の
は
ど
こ
？

▽被保険者の資格管理

▽被保険者証等の発行

▽保険料の決定・賦課

▽医療給付に関する審査
・支払い

▽資格管理に関する申請
・届出の受付
▽被保険者証等の引き渡
し
▽保険料の徴収
▽医療給付に関する申請
・届出の受付

北海道後期高齢者
医 療 広 域 連 合 各 市 町 村

制◆
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？

個

暮
ら
し
の
中
の
地
球
温
暖
化
対
策
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民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除

ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の

承
認
を
受
け
ら
れ
た
方
が
、
翌
年

度
以
降
も
引
き
続
き
免
除
又
は
猶

予
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
の

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
や
若
年
者
納
付
猶
予
の

承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
窓
口
へ

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、

平
成
18
年
度
以
降
、
全
額
免
除
と

若
年
者
納
付
猶
予
に
限
り
、
引
き

続
き
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
改
め
て
申
請
書
を
提
出
す
る

必
要
が
な
く
な
り
、
申
請
手
続
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

た
だ
し
、
失
業
も
し
く
は
震
災
、

風
水
害
ま
た
は
火
災
に
よ
る
損
害

を
受
け
た
こ
と
を
理
由
と
し
た
全

額
免
除
、
納
付
猶
予
及
び
一
部
納

付
制
度
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

成
17
年
３
月
31
日
に
所
得
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
は
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
中
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
控
除

証
明
書
が
11
月
ま
た
は
翌
年
２
月

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
、
控
除
証
明

書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
11
月
に
送
付
さ
れ
る
方
〜

平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

19
年
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
。

・
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
方
〜

平
成
19
年
10
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
。

・
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
先
　

1
０
５
７
０-

０
０-

９
９
１
１

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

※
　
一
般
電
話
、
公
衆
電
話
か
ら

市
内
電
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど

一
部
ご
利
用
に
な
れ
な
い
回
線
が

あ
り
ま
す
。

・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
お
問
い
合
わ

せ
先1

０
４
５-

３
２
６-

１
８
４
０

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

継
続
申
請
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国

平

継
続
申
請
の
可
否

全 額 免 除

納 付 猶 予

4分の1納付

半 額 納 付

4分の3納付

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

所得基準

内 承 認

失業、天災等
を理由とした
承 認

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

噴
火
湾
に
捕
れ
し
魚
貝
と
わ
が
庭
の 

　
　
　
　
　
　
ト
マ
ト
胡
瓜
に
今
宵
イ
タ
リ
ア
ン
　
　
　
　
　
赤
塚
　
瑛
子 

 

暑
き
日
も
蝉
の
啼
く
の
も
絶
へ
し
い
ま 

　
　
　
　
　
　
　
　
主
役
の
虫
の
音
秋
を
演
ず
る
　
　
　
　
　
太
田
　
　
智 

 

朝
毎
に
同
じ
場
所
に
て
啼
く
烏 

　
　
　
　
　
　
何
を
告
ぐ
る
か
し
や
が
れ
声
に
て
　
　
　
　
　
北
島
　
加
代 

 

住
み
慣
れ
し
街
に
別
れ
を
告
ぐ
る
わ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
人
の
運
命
の
つ
れ
な
さ
に
泣
く
　
　
　
　
　
伊
藤
　
静
子 

 

あ
き
ら
め
し
朝
が
ほ
の
苗
す
く
す
く
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
宙
に
伸
び
ゆ
く
五
輪
の
紅
よ
　
　
　
　
　
室
野
　
晃
慶 

 

真
昼
の
国
道
三
十
七
号
狂
ほ
し
げ
に 

　
　
　
　
　
　
　
蝉
時
雨
が
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
く
　
　
　
　
　
石
黒
ま
さ
子 

 

燕
返
し
見
事
に
き
め
て
虫
を
と
り 

　
　
　
　
　
　
　
急
ぎ
と
び
去
る
雛
ま
つ
も
と
へ
　
　
　
　
　
元
田
フ
ジ
子 

 

草
に
啼
く
虫
の
す
き
ね
に
さ
そ
は
れ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
ま
わ
り
す
る
月
か
げ
の
道
　
　
　
　
　
山
木
　
　
孝 

 

愚
か
な
る
自
負
も
あ
り
た
る
秋
の
日
に 

　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
球
根
植
え
し
　
　
　
　
　
大
西
　
芳
子 

 

内
浦
の
潮
騒
き
き
つ
つ
は
ま
な
し
玖
瑰
の 

　
　
　
　
　
實
は
あ
せ
ら
ず
に
朱
に
染
ま
り
ゆ
く
　
　
　
　
大
久
保
と
み
乃 

   

わ
た
し
の
う
た 

短
　
歌 

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
九
月
定
例
会 

俳
　
句
　 

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
九
月
定
例
会 

月
天
心
夜
半
の
病
棟
音
の
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
　
稔 

本
当
は
気
弱
な
わ
た
し
蓼
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
育
子 

帰
省
子
の
一
気
に
水
を
飲
み
干
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
知
子 

文
鎮
の
触
れ
合
う
音
や
秋
涼
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
川
サ
チ
子 

稔
る
秋
宅
配
届
き
舌
鼓
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
勇 

病
窓
を
細
く
開
け
て
も
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
瓶
　
　
修 

涼
し
さ
や
水
屋
の
立
ち
居
私
語
の
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
敏
子 

友
好
の
茶
会
に
ひ
そ
と
吾
木
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
み
え 

き
ゅ
う
り 

な 

せ
み  

し  

ぐ
れ 

ひ
な 

た
で 

わ
れ  

も  

こ
う 

は
ま  

な
し 

あ
な
た
の
た
め
・
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…

そ
こ
が
知
り
た
い

年年年年
金金金金



る
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に

洞
爺
湖
町
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
の
表
彰
と
、
70
歳
以
上
で
50
年

以
上
の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
湖
町
に

在
住
さ
れ
、
今
日
の
本
町
の
基
盤
を

築
き
上
げ
ら
れ
た
方
々
の
感
謝
状
の

贈
呈
並
び
に
健
康
優
良
家
庭
に
対
し

表
彰
状
を
授
与
い
た
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
御
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま

し
た
方
々
を
町
民
こ
ぞ
っ
て
お
祝
い

申
し
上
げ
た
く
、
次
に
よ
り
式
典
を

挙
行
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
　
　
時

11
月
３
日
g

午
前
10
時
よ
り

■
場
　
　
所

洞
爺
湖
町
役
場

（
３
階
防
災
研
修

ホ
ー
ル
）

月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
秋
の
行

政
相
談
週
間
に
合
わ
せ
て
、
次

の
日
程
で
「
行
政
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。
行
政
相
談
は
、
国
な
ど
の

役
所
の
仕
事
に
対
し
て
困
っ
て
い
る

こ
と
や
意
見
、
要
望
な
ど
皆
様
の
相

談
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
公

平
な
立
場
で
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
て
、
行
政
の
改
善
に
つ
な
げ
る

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
電
話
等
で
も
随
時
相
談
を

受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
行
政

相
談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
洞
爺
地
区
）

■
日
　
　
時

10
月
19
日
f

午
前
10
時
か
ら
12

時
ま
で

■
場
　
　
所

洞
爺
総
合
セ
ン
タ

ー
・
近
藤
利
男
氏

（
1
82
‐
５
４
０
９
）

（
虻
田
地
区
）

■
日
　
　
時

10
月
19
日
f

午
後
１
時
か
ら
４

18

時
ま
で

■
場
　
　
所

虻
田
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
・
南
　
繁

美
氏
（
1
76
‐
３

５
３
７
）

■
問
合
せ
先

住
民
課
住
民
係

（
1
74
‐
３
０
０
２
）

蘭
税
務
署
で
は
、
平
成
19
年
分

年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

■
日
　
　
時

①
11
月
21
日
d

午
後
２
時
よ
り

②
11
月
22
日
e

午
前
10
時
よ
り

■
場
　
　
所

①
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

②
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

■
対
　
　
象

給
与
を
支
給
し
て
い

る
事
業
所

■
内
　
　
容

年
末
調
整
の
し
か
た
、

留
意
事
項
、
用
紙
の
記
載
方
法
、

今
年
度
の
改
正
点
、
電
子
申
告
の

利
用
に
つ
い
て

■
問
合
せ
先

室
蘭
税
務
署
源
泉
所
　

得
税
担
当
（
1
22
‐

４
１
５
１
）

洞
爺
湖
町
表
彰
式の

開
催

行
政
相
談
所
開
設

来

10

年
末
調
整
説
明
会

室

海
道
文
化
団
体
協
議
会
主
催
で
、
胆
振
管
内
の
文
化
協
会
に
加
盟
し
て
い

る
写
真
サ
ー
ク
ル
の
力
作
・
１
２
０
点
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
時

10
月
27
日
g
か
ら
10
月
30
日
c
ま
で

10
時
か
ら
18
時
ま
で

（
た
だ
し
、
初
日
は
12
時
か
ら
で
、

最
終
日
は
は
12
時
ま
で
で
す
。）

■
場
　
　
所

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
（
洞
爺
湖
町
洞
爺
町
）

■
問
合
せ
先

村
上
ま
で(

1
82
‐
５
６
０
３)

【
洞
爺
湖
展
】

■
日
　
　
時

10
月
17
日
d
12
時
か
ら
11
月
９
日
f
12
時
ま
で

■
場
　
　
所

伊
達
信
用
金
庫
洞
爺
温
泉
支
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
作
　
　
品

掛
川
　
源
一
郎
、
秋
田
　
和
彦
他

20
回
目
と
い
う
節
目
を
向
か
え
、
開
催
当
初
か
ら
の
思
い
出
を
振
返
り
な

が
ら
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
個
性
あ
ふ
れ
る
合
唱
を
ぜ

ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
時

11
月
10
日
g

13
時
よ
り

■
場
　
　
所

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
集
会
室
　
（
入
場

無
料
）

■
参
加
団
体

伊
達
コ
ー
ル
エ
コ
ー
／
大
滝
ア
ル
ペ
ジ

オ
／
壮
瞥
混
声
合
唱
団

／
豊
浦
コ
ー
ル
ウ
ェ
ン
ズ
／
洞
爺
フ
ラ

ワ
ー
ビ
ー
ン
ズ
　

■
問
合
せ
先

塩
田
会
長
宅
（
1
82
‐
５
７
５
８
）

*

第
31
回
道
民
芸
術
祭
・
第
38
回
胆
振
芸
術
祭
「
写
真
展
」*

*

北
海
道
二
科
会
写
真
部
第
23
回
西
胆
振
会
写
真
展*

北第 *

第
20
回
胆
振
西
部
交
流
コ
ン
サ
ー
ト*
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境
省
主
催
で
自
然
保
護
や
環
境

保
全
の
大
切
さ
と
社
会
貢
献
の

心
を
学
び
、
心
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
、
子
ど
も

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
ま

す
。き

み
た
ち
も
国
立
公
園
レ
ン
ジ
ャ

ー
に
な
っ
て
中
島
を
ガ
イ
ド
す
る
マ

ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
　
時

10
月
27
日
g

９
時
〜
15
時
30
分

■
集
合
場
所

洞
爺
湖
温
泉
桟
橋

■
募
集
人
数

30
名
（
先
着
順
で
定

員
に
な
り
次
第
締
切
　

り
ま
す
。）

■
参

加

費

５
０
０
円
（
保
険
代
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
費
等
）

■
対

象

者

小
学
４
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で

■
申

込

み

お
申
込
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
話
、
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
当
別
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

1

０
１
３
３
‐
22
‐
４
３
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
３
３
‐
22
‐
２
２
６
３

E
-m
ail:tectec_ee@

y
b
b
.n
e.jp

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

参
加
者
募
集

環

【
虻
田
小
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
さ
よ
う
な
ら
　
み
ん
な
で
か
え
る
と
　
た
の
し
い
な
』
１
年
　
藤
　
野
　
愛
　
珠

『
ひ
ま
わ
り
が
　
み
ん
な
の
心
　
な
ご
ま
せ
る
』

４
年
　
中
　
田
　
優
　
斗

『
朝
ご
は
ん
　
し
っ
か
り
食
べ
て
　
学
校
へ
！
』

５
年
　
竹
　
内
　
優
　
奈

〈
優
良
賞
〉

『
あ
か
あ
お
と
　
よ
く
み
て
わ
た
る
　
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
』１

年
　
戸
　
島
　
　
　
奏

『
あ
ぶ
な
い
よ
　
き
ゅ
う
に
ど
う
ろ
に
　
と
び
だ
し
ち
ゃ
』２

年
　
越
　
智
　
夏
　
鈴

『
と
う
や
こ
は
　
お
花
が
い
っ
ぱ
い
　
き
れ
い
だ
な
』

３
年
　
黒
　
島
　
　
　
涼

『
元
気
よ
く
　
あ
い
さ
つ
し
よ
う
　
朝
の
声
』

３
年
　
小
　
泉
　
紗
　
季

『
自
分
か
ら
　
あ
い
さ
つ
で
き
る
　
人
に
な
る
』

６
年
　
山
　
崎
　
久
瑠
美

『
温
暖
化
　
み
ん
な
で
止
め
よ
う
　
花
植
え
て
』

６
年
　
横
　
山
　
　
　
真

【
虻
田
中
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
ゴ
ミ
拾
い
　
町
も
心
も
　
晴
れ
や
か
に
』

１
年
　
笹
　
森
　
将
　
志

『
迷
わ
ず
に
　
ま
ず
は
一
歩
　
踏
み
出
そ
う
』

２
年
　
花
　
松
　
　
　
咲

『
人
と
し
て
　
キ
レ
イ
な
心
を
　
い
つ
ま
で
も
』

３
年
　
猖
々
谷
　
博
　
貴

〈
優
良
賞
〉

『
涙
は
ね
　
見
た
く
な
い
ん
だ
　
笑
顔
で
生
き
よ
う
』

１
年
　
菊
　
地
　
彩
　
香

『
夜
遊
び
は
　
ほ
ん
と
に
危
な
い
　
や
め
な
さ
い
』

１
年
　
松
　
本
　
洋
　
介

『
毎
日
を
　
生
き
て
い
こ
う
よ
　
全
力
で
』

１
年
　
伊
　
藤
　
麗
　
央

『
い
つ
で
も
ね
　
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
　
忘
れ
ず
に
』

２
年
　
澤
　
田
　
沙
　
希

『
あ
り
が
と
う
　
言
葉
で
伝
え
る
　
感
謝
の
気
持
ち
』

２
年
　
原
　
　
　
綾
　
香

『
心
の
中
　
太
陽
い
っ
ぱ
い
　
輝
き
を
』

３
年
　
黒
　
田
　
麻
　
美

【
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
あ
い
さ
つ
を
　
し
っ
か
り
す
る
と
　
き
も
ち
い
い
』

１
年
　
干
　
場
　
麻
　
央

社
会
を
明
る
く
す
る
標
語

『
防
犯
ブ
ザ
ー
　
知
ら
な
い
人
に
　
こ
う
か
て
き
』

４
年
　
原
　
　
　
直
　
宏

『
大
自
然
　
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
　
い
い
か
お
り
』

５
年
　
佐
　
藤
　
祐
　
介

〈
優
良
賞
〉

『
な
が
れ
星
　
見
て
あ
あ
心
　
ゆ
っ
た
り
と
』

２
年
　
広
　
瀬
　
涼
　
雅

『
学
校
で
　
み
ん
な
に
お
は
よ
う
　
元
気
に
ね
』

３
年
　
藤
　
兼
　
聖
　
子

『
花
い
っ
ぱ
い
　
緑
も
い
っ
ぱ
い
　
楽
し
い
な
』

３
年
　
吉
　
田
　
有
　
沙

『
や
め
ま
し
ょ
う
　
無
計
画
な
　
ば
っ
さ
い
を
』

５
年
　
福
　
地
　
耕
太
郎

『
未
来
へ
と
　
と
め
て
い
こ
う
よ
　
温
暖
化
』

６
年
　
外
　
川
　
　
　
桜

『
心
が
け
　
朝
は
し
っ
か
り
　
あ
い
さ
つ
を
』

６
年
　
来
　
栖
　
翔
　
太

【
洞
爺
湖
温
泉
中
学
校
】

〈
優
秀
賞
〉

『
大
丈
夫
　
君
は
い
つ
で
も
　
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
』

２
年
　
齊
　
藤
　
な
つ
み

『
信
じ
よ
う
　
君
の
未
来
は
　
無
限
大
』

２
年
　
外
　
川
　
　
　
遥

『
お
は
よ
う
と
　
元
気
な
あ
い
さ
つ
　
友
の
声
』

３
年
　
今
　
川
　
豊
誉
行

〈
優
良
賞
〉

『
育
て
よ
う
　
緑
の
地
球
と
　
み
ん
な
の
声
』

２
年
　
川
　
上
　
量
　
子

『
き
れ
い
だ
な
　
自
然
が
い
っ
ぱ
い
　
洞
爺
湖
町
』

２
年
　
根
　
本
　
倫
　
平

『
花
い
っ
ぱ
い
　
み
ん
な
の
心
に
　
咲
か
そ
う
よ
』

３
年
　
武
　
田
　
彩
　
伽

高速伊達湘南号
洞爺湖温泉から⇒伊達
・白鳥台⇒新千歳空港へ

所
要
時
間

約
２
時
間
30
分

平成19年10月1日より
新千歳空港行
洞爺湖温泉　７：30発
洞 爺 駅 前　７：45発

サンパレスs新千歳 2,140円
洞 爺 駅 前s空　港 2,100円

片道
運賃

道南バス株式会社
洞爺駅営業所

10142－75－2351
お問い
合わせ
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き

人口と世帯の動き■定時登録選挙人名簿登録者数

（平成19年8月31日現在）

（平成19年９月２日現在）

月対比

男 …… 5,083人  （△  9）

男 …… 4,201人 

女 …… 4,957人 

計 …… 9,158人 

女 …… 5,768人  （△ 11）

計 ……10,851人  （△ 20）

世帯…… 5,252世帯（△ 10）

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

　76－4006（健康指導係）

10月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈洞爺湖町健康福祉センタートレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

洞爺地区
健康相談

10月16日（木） ポ リ オ
個別通知し
ます

健康福祉セ
ンター

10月25日（木） 乳児健診
受付
午後１時～
１時30分

健康福祉セ
ンター

午前10時～
正午

洞爺総合支
所

献　　血 回覧でお知
らせします 虻田地区10月10日(水)

健康福祉セ
ンター

はつらつママの
子育てセミナー

午前10時～
11時30分

健康福祉セ
ンター
申し込みが
必要です

10月11日(木)
16日(火)

虻田地区

親子ふれあ
い遊び

午前10時～
11時30分10月19日(金)

結核・肺が
ん検診

保育所開放 午前10時～
11時30分

10月12日(金)
26日(金) 本町保育所

回覧でお知
らせします

10月17日(水)
～　19日(金)

洞爺地区結核・肺が
ん検診

回覧でお知
らせします

健康づくり
ウォーキング会
（史跡巡りウォ
 ークラリー）

10月13日(土) 洞爺湖温泉回覧でお知
らせします

10月10日(水)
～　12日(金)

10月12日(金)
19日(金)
23日(火)
30日(火)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆洞爺地区健康相談／11月2日(金)・11月13日(火)・11月16

　日(金)・11月20日(火)・11月27日(火)・11月30日(金)（洞爺

　総合支所）

◆保育所開放／11月2日(金)・11月30日(金)（本町保育所）、

　11月9日(金)（桜ヶ丘保育所）

◆親子ふれあい遊び／11月16日(金)（ 健康福祉センター）

◆献血／11月2日(金) （洞爺地区）

◆基本・胃・大腸・前立腺・肝炎・エキノコックス検診／11月

　5日（月）（洞爺ふれ愛センター）、11月8日（木）（健康福祉

　センター）

◆女性のミニドック／11月6日(火）（洞爺ふれ愛センター）、

　11月7日（水）（健康福祉センター）

◆乳児健診／11月29日（木）（健康福祉センター）

11月の予定

今月のワンショット

ぐるっと洞爺クリーンアップ作戦ぐるっと洞爺クリーンアップ作戦




